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「政治はどこか遠い所」

で行われている他人事

の感覚

学校の普段の教室に、

「自分の目の前にい

る！」という出会い

「一人が選挙に行って

も社会は変わらない」

という刹那的な感情

19歳になっても「選

挙って大事だよね」に

「政治家の言葉は難

しい」という疑念

素朴な疑問に「きち
んと耳を傾けてくれる
政治家がいる」という

経験値に

シルバーデモクラシー

と言われて久しい

「若者が幅広い世代

をいかに巻き込むよう

な議論をできるか」に

若
者
の
課
題

授
業
の
目
標

授
業
の
内
容

授
業
の
結
果

「選挙と議論」をテーマに、一歩踏み込んだ主権者教育 上 

『名古屋市で高校生議会があるとしたら、 
議員の望ましい選び方を考え、市長に何を要望し、どのように質問をするか』について、 
高校 3年生と市議会議員を交えたグループを３つ組み、「選挙と議論」を通じて政治参加 
意識を高めました。市議会議員の方々には議論のサポート役をお願いしました。 

Q1 市議会議員を招いた授業形式はためになったか。…そう思う:17名 やや思う:３名 

Q2 どんなことがためになったか。（複数回答）…政治家と初めて話せた:19名  

政治を身近に感じた:10名 選挙で投票する意思が高まった:８名 議論の大切さがわかった:８名 

Q3 高校生議会についての話し合いは、政治を考えるきっかけになるか。 そう思う:13名  やや思う:７名 

 

2019 年 1 月 17 日（木）、本校公民科の授業「時事問題研究」にて高校 3 年生と現職の若手市議会議員が

共同してグループワークを実践しました。議員からの講義形式でもなく、質疑応答形式でもありません。若者と議員が

共に話し合いながら、若者の政治参加意識を高めるように工夫した授業実践です。今回はその概要報告です。 

Q1、Q3 ともに 

消極的な回答なし 

 



 

名古屋市立工業高等学校 

2019.01.30 

 

 

＜第 209(2)号＞ 

時事問題研究（３年生公民科授業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の概要 

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
議
論 

①選び方:高校生 ver マニフェストを各学校に出して選挙をする等 

②要望:名古屋の街を発展させてほしい。 

③質１:テーマパークをつくり企業誘致をして税収を増やしてほしい。 

回答:今後検討します。 

質２:いつまでに何を検討しますか。 

回答:〇月〇日までに□□を検討します。 

質３:この提案について重点的に検討をしてほしいです。 

 
①選び方:名古屋市立の高校生限定、各校から 1人ずつ選出等 

②要望:自転車の駐輪場の利用料金について無料 or学割に 

③質１:自転車置き場の利用料金の無料化をしてほしい。 

回答:財源が無い。周辺の道に自転車があふれデメリットが増える。 

質２:車→自転車により地球温暖化の改善になるし、運動になり健康につながる。 

 

 

①選び方:立候補制にする、一人が複数票投票可能にする 

②要望:日本左利き党 

③質１:改札、公衆トイレのトイレットペーパーの位置などは左利きに使いづらいので、利

き手によらず使える仕様にしてほしい。 

回答:財源が足りない。 

質２:議員の報酬を減らしたり、名古屋城木造化の費用を回したりなど余裕のある財

源をカットすればいい。 

 

・今回想定した高校生議会は、選ばれた高校生が協力して要望をまとめ、市長に質疑をする形式です。 

Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
議
論 

Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
議
論 

『名古屋市で高校生議会があるとしたら、①議員の望ましい選び方を考え、②市長に何を 

要望し、③どのように質問をするか』と教師から高校 3年生に問題提起をしました。 

市議会議員の方々もグループに入り、議論のサポート役をお願いしました。 

2019 年 1 月 17 日（木）、本校の授業「時事問題研究」にて高校 3 年生と現職の若手市議会議員が共同して

グループワークを実践しました。今回は、授業内容の報告です。 

「選挙と議論」をテーマに、一歩踏み込んだ主権者教育 中 
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   ※アンケート結果は（上）に掲載してあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校 3年生の感想 

・市議会というのは自分たちとはとてもかけ離れた場だと思っていたが、そうではないということや政治につい

てより踏み入った話を同じ一般市民出身の若手議員の方が丁寧に教えていただき、とてもおもしろく、ま

た、ためになりました。 

・政治家は自分とは無関係で議論なども誰かがやってくれると思っていたけど、そうではないことがわかって

よかったです。 

 

 

2019 年 1 月 17 日（木）、本校の授業「時事問題研究」にて高校 3 年生と現職の若手市議会議員が共同して

グループワークを実践しました。今回は、授業を受けた生徒たちの感想（一部）を掲載ました。 

・今回は初めて議員さんとお話ししてとても楽しかったです。政治や議会について詳しく説明してもらいとて

も身になる授業でした。来年度からもぜひ行うべきだと思います。 

・今回、議員の方をお招きして自分たちが普段生活しているなかで改善してほしかったり、新しくこうして

ほしいと思う案を話し合うと、どのような返答がきて更にその返しを考えるのを実際の議員さんの話を聞き

ながら本格的に話し合えて面白く、とても興味が深まった。 

 

 

・今回初めて議員さんとお話をすることができた。自分の考えていた堅苦しいイメージとは違い、とてもやさ

しい方たちだった。話の内容も分かりやすく、政治ついて身近に感じることができた。今回のような機会が

増えれば より若者が政治に関心を持ち選挙にも進んでいくようになるのではないかと思った。 

・今回の授業がきっかけで、政治を身近に感じて興味を持つきっかけになった。また、18 歳になったら投票

して参加しようと思った。他の学校も議員の方のお話を聞いた方がよいと思う。 

「今回のような機会が増えればより若者が政治に関心持ち選挙にも進んでいく」 

「18歳になったら投票して参加しよう」 

「とても楽しく、身になった」 

「実際の議員さんの話を聞きながら本格的に話し合えて面白い」 

「市議会というのは自分たちとはとてもかけ離れた場だと思っていたが、そうではない」 

「政治家は自分とは無関係で議論なども誰かがやってくれると思っていたけど、そうではない」 

「選挙と議論」をテーマに、一歩踏み込んだ主権者教育 下 


